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北
周
宇
文
護
執
政
期
再
考

|
|
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
を
中
心
に
|
|

一
、
は
じ
め
に

西
貌
北
周
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
惰
唐
時
代
へ
の
連
結
点
に
位
置

す
る
王
朝
で
あ
る
。
陳
寅
俗
氏
の
「
関
陣
集
団
」
説
の
提
肱
以
来
、
西

貌
北
周
と
惰
唐
の
支
配
者
層
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
研
究

が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
日
本
で
の
研
究
に
限
っ
て
も
、
布
目
潮
瀬
氏

や
谷
川
道
雄
氏
、
吉
岡
員
氏
の
研
究
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
日
。
ま
た
、

階
唐
時
代
の
諸
制
度
の
淵
源
を
め
ぐ
っ
て
、
西
貌
北
周
の
制
度
史
研

究
も
進
め
ら
れ
、
特
に
府
兵
制
の
源
流
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
西
貌
北

周
の
軍
事
制
度
に
つ
い
て
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
お
。
近
年
で
は

胡
漢
融
合
論
の
視
点
か
ら
、
西
貌
北
周
か
ら
階
唐
へ
の
変
化
を
捉
え

よ
う
と
す
る
研
究
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
支
配
者
層
の
形
成
や
諸
制
度
の
策
定
が
、
当
時
の
政
治

動
向
と
切
り
離
せ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
支
配
者
層
研
究
や
制
度
史

研
究
に
比
し
て
、
西
貌
北
周
の
政
治
動
向
を
分
析
し
た
研
究
は
必
ず
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し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
支
配
者
層
の
形
成
や
陪
唐
時
代
の
諸
制

度
の
淵
源
を
さ
ぐ
る
た
め
に
も
、
西
貌
北
周
の
政
治
史
研
究
を
よ
り

深
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
周
は
、
建
国
か
ら
一
五
年
に
わ
た
っ
て
字
文
泰
の
甥
字
文
護
が

実
権
を
掌
握
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
字
文
護
執
政
期
(
五
五
七

i
五

七
二
・
三
)
に
注
目
し
た
い
。
宇
文
護
執
政
期
は
、
六
官
制
の
施
行

や
胡
姓
賜
与
な
ど
を
行
っ
た
西
貌
時
代
と
、
廃
仏
を
行
い
富
国
強
兵

に
努
め
て
華
北
統
一
を
果
し
た
武
帝
親
政
期
に
は
さ
ま
れ
、
影
の
薄

【
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い
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
川
勝
義
雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
武
帝
の
華
北
統
一
は
字
文
護
の
集
権
政
策
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王
仲
準
氏
は
北
周
が
字
文

護
執
政
期
に
安
定
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宇

文
護
執
政
期
は
西
貌
と
武
帝
親
政
期
を
結
ぶ
重
要
な
時
代
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
従
来
、
字
文
護
執
政
期
は
、
大
川
富
士
夫
氏
や
野
村
耀



昌
氏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
独
裁
政
治
が
行
わ
れ
、
賄
賂
が
横
行

し
た
腐
敗
政
権
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
き
問
。
例
え

ば
中
村
淳
一
氏
は
、
五
五
九
年
の
兵
制
改
革
に
よ
っ
て
宇
文
護
に
軍

権
が
集
中
し
、
「
宇
文
護
党
」
の
腐
敗
が
拡
大
し
た
と
す
る
。
高
誼
華

氏
や
雷
依
群
氏
は
、
字
文
護
は
元
勲
を
抑
圧
し
、
建
国
当
初
の
北
周
(
悶
)

の
安
定
に
寄
与
し
た
が
、
北
周
建
国
後
は
腐
敗
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

他
に
も
榎
本
あ
ゆ
ち
氏
や
加
藤
国
安
氏
の
よ
う
に
、
「
親
周
帝
派
」
と

「
宇
文
護
派
」
に
よ
る
暗
闘
を
指
摘
す
る
研
究
も
多
時
。
ま
た
、
呂
春

盛
氏
は
、
北
周
建
国
当
初
、
「
字
文
護
派
」
と
「
親
周
帝
派
」
が
対
立

し
た
が
、
武
帝
の
即
位
後
は
、
「
字
文
護
派
」
を
要
職
に
据
え
る
一
方

で
、
「
親
周
帝
派
」
や
「
中
立
」
・
「
宗
室
」
の
人
物
も
採
用
し
、
武
帝

と
の
協
和
政
策
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
権
力
の
中
枢
が
元

町
勲
や
宗
室
に
占
め
ら
れ
て
権
力
基
盤
が
狭
窄
化
し
、
臣
民
に
対
す
る

山
田
求
心
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
ぶ
。

考
し
か
し
、
果
し
て
字
文
護
執
政
期
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い

蜘
の
だ
ろ
う
か
。
昌
氏
の
研
究
も
含
め
て
、
従
来
の
研
究
は
、
正
史
に

轍
描
か
れ
た
字
文
護
執
政
期
像
を
前
提
に
据
え
、
批
判
的
検
討
を
行
つ

雄
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
字
文
護
執
政
期
の
官
僚
が
実
際
に
「
字
文

字
護
派
」
・
「
親
周
帝
派
」
・
「
中
立
」
に
分
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
史

問
料
を
分
析
し
て
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
字
文
護
の
幕
僚
や

字
文
護
執
政
期
の
官
僚
の
人
的
構
成
に
関
し
て
も
、
一
切
分
析
を
加
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え
て
い
な
い
。
ま
た
、
時
代
状
況
の
中
で
字
文
護
執
政
期
が
果
し
た

役
割
も
論
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
従
来

の
研
究
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

正
史
の
字
文
護
執
政
期
像
に
つ
い
て
、
筆
者
は
前
稿
で
、
字
文
護

幕
僚
の
叱
羅
協
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
、
字
文
護
執
政
期
が
『
周
書
』
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中
で
不
当
に
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
ま

ず
正
史
が
描
く
字
文
護
執
政
期
像
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
、
従
来
十
分
検
討
さ
れ
て
と
な
か
っ

た
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
に
焦
点
を
あ
て
、
字
文
護
執
政
期
の
再

検
討
を
図
り
た
い
。
従
来
の
研
究
は
、
字
文
護
の
幕
僚
と
な
っ
た
人

物
を
「
字
文
護
派
」
に
分
類
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解

は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
を
分
析
す
る
己

と
は
、
字
文
護
の
人
材
登
用
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
時
代
状
況
の
中
で
字
文
護
執
政
期
が
果
し

た
役
割
を
解
明
す
る
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
諸
史
料
に
お
け
る
字
文
護
執
政
期
像

①
正
史
に
お
け
る
字
文
護
執
政
期
像

本
章
で
は
、
正
史
(
『
周
書
』
)
の
字
文
護
執
政
期
像
を
確
認
し
た

後
、
そ
の
歴
史
像
を
相
対
化
す
る
た
め
に
、
北
周
か
ら
唐
初
に
か
け

て
作
ら
れ
た
諸
史
料
に
お
い
て
、
字
文
護
執
政
期
が
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
か
見
て
い
く
。
唐
初
ま
で
を
対
象
と
し
た
の
は
、
字
文
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輸
出
執
政
期
像
を
決
定
付
げ
た
『
周
書
』
の
編
纂
以
前
に
、
ど
の
よ
う

2

な
字
文
護
執
政
期
像
が
存
在
し
て
い
た
か
確
認
し
た
い
か
ら
で
あ

司
令
。
ま
ず
、
正
史
の
字
文
護
執
政
期
像
の
総
ま
と
め
と
も
い
え
る
『
周

書
」
巻
一
一
・
字
文
護
伝
(
以
下
、
本
伝
と
略
)
の
史
臣
日
条
を
見

た
い
。
そ
と
で
は
字
文
護
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

有
周
受
命
之
始
、
字
文
護
寒
預
娘
難
。
及
太
祖
崩
姐
、
諸
子
沖

幼
、
霊
公
懐
等
夷
之
志
、
天
下
有
去
就
之
心
。
卒
能
愛
貌
局
周
、

停
危
獲
父
者
、
護
之
力
也
。
・
:
:
然
護
寡
於
皐
術
、
腿
近
牽
小
、

威
一
一
泊
在
己
、
征
伐
白
出
。
有
人
臣
無
君
之
心
、
局
人
主
不
堪
之

事
。
忠
孝
大
節
也
、
違
之
而
不
疑
、
膝
獄
至
逆
也
、
行
之
而
無

悔
。
終
於
身
首
横
分
、
委
事
矯
数
。
不
亦
宜
乎
。

史
臣
日
条
は
、
字
文
泰
没
後
、
元
勲
(
「
翠
公
」
)
が
異
心
を
抱
く
な

か
、
字
文
護
が
北
周
建
国
に
成
功
し
た
乙
と
を
称
え
て
い
る
。
し
か

し
、
続
け
て
、
宇
文
護
が
学
術
に
疎
く
、
小
人
を
近
づ
け
て
、
権
力

を
傘
に
人
々
を
圧
迫
し
(
「
威
稿
在
己
」
)
、
君
主
を
獄
逆
し
て
も
後
悔

し
な
い
有
様
で
あ
り
、
詠
殺
さ
れ
て
族
滅
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
の
も

当
然
で
あ
る
、
と
激
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。

で
は
、
本
伝
の
本
文
は
、
字
文
護
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
西
貌
時
代
か
ら
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
本
伝
の

冒
頭
に
は
、
字
文
泰
が
宇
文
護
を
「
こ
の
子
の
度
量
は
我
に
類
す
る

も
の
だ
(
此
児
士
山
度
類
我
)
」
と
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
宇
文
護
は
、
対
東
貌
戦
に
功
績
を
上
げ
て
昇
進
し
、
大

統
一
五
年
(
五
四
九
)
に
は
大
将
軍
に
就
任
し
た
。
こ
の
大
将
軍
就

任
は
、
楊
忠
な
ど
の
「
十
二
大
将
軍
ク
ラ
氾
」
の
大
将
軍
就
任
よ
り

一
年
早
い
。
ヲ
」
の
と
と
か
ら
、
『
周
書
』
に
記
載
が
無
い
も
の
の
、
実

際
に
は
字
文
護
が
「
十
二
大
将
軍
ク
ラ
ス
」
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
一
位
。
さ
ら
に
字
文
護
は
、
恭
帝
三
年
(
五
五
六
)
正
月
の
六

官
制
施
行
の
際
に
は
、
小
司
空
(
冬
官
府
の
副
長
官
)
に
就
任
し
た
。

そ
し
て
、
同
年
九
月
に
字
文
泰
が
巡
行
先
で
倒
れ
る
と
、
字
文
護
は

字
文
泰
に
後
事
を
託
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
字
文
護
は
、

字
文
泰
の
嫡
子
覚
(
孝
関
帝
)
を
擁
立
し
、
五
五
七
年
正
月
に
北
周

を
建
国
し
問
。
本
伝
の
記
述
か
ら
は
、
西
貌
時
代
の
字
文
護
が
、
「
十

二
大
将
軍
ク
ラ
ス
」
に
位
置
し
、
字
文
泰
に
後
事
を
託
さ
れ
る
程
の

信
頼
を
得
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

で
は
、
北
周
建
国
後
の
字
文
護
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
字
文
護
は
北
周
建
国
後
、
字
文
泰
が
設
立
し
た
二
十

〔百

四
軍
を
掌
握
し
、
北
周
の
実
権
を
掌
握
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
五

七
年
二
月
に
は
、
趨
貴
・
独
孤
信
に
よ
っ
て
字
文
護
排
除
が
計
画
さ

れ
、
同
年
九
月
に
は
孝
関
帝
と
そ
の
側
近
に
よ
っ
て
字
文
護
詠
殺
が

計
画
さ
れ
問
。
字
文
護
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
未
然
に
防
ぎ
、
群
臣

の
賛
同
を
得
て
、
五
五
七
年
九
月
、
孝
関
帝
を
廃
し
、
明
帝
(
字
文

泰
の
長
子
)
を
擁
立
し
た
。
字
文
護
は
、
趨
貴
を
謀
殺
し
た
後
、
大

家
宰
(
天
官
府
の
長
官
)
に
就
任
し
、
北
周
の
行
政
を
掌
っ
た
。
な



お
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
関
し
て
字
文
護
を
批
判
す
る
記
事
は
、
本
伝

合同
μ
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の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
列
伝
に
も
み
ら
れ
な
い
。

孝
関
帝
の
記
述
に
比
べ
、
本
伝
に
お
げ
る
明
帝
の
記
述
は
極
め
て

少
な
く
、
字
文
護
が
明
帝
に
行
政
権
を
返
し
た
が
、
軍
権
を
援
り
続

け
、
明
帝
を
毒
殺
し
た
こ
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
字
文
護
は
明

帝
毒
殺
後
、
武
帝
(
字
文
泰
の
四
子
)
を
擁
立
し
た
。
保
定
元
年
(
五

六
二
、
字
文
護
は
天
官
府
に
そ
の
他
の
行
政
府
(
地
・
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
五
府
)
を
統
べ
さ
せ
、
集
権
化
を
推
し
進
め
た
。
本
伝
に
は
、
こ

の
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
字
文
護
が
独
断
で
政
務
を
執
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
本
伝
は
、
字
文
護
と
そ
の
母
の
手
紙
の
や
り

取
り
及
び
対
北
斉
戦
の
経
過
を
記
し
た
後
、
字
文
護
を
評
す
る
文
章

を
載
せ
て
い
る
。

国
護
性
甚
寛
和
、
然
暗
於
大
髄
。
自
侍
建
立
之
功
、
久
山
富
権
軸
。
凡

山
田
所
委
任
、
皆
非
其
人
。
兼
諸
子
貧
残
、
僚
厨
縦
逸
、
侍
謹
威
勢
、

考
莫
不
憲
政
害
民
。

期
こ
こ
で
は
字
文
護
に
つ
い
て
、
性
格
は
穏
や
か
だ
が
、
大
局
に
は
通

糊
じ
て
お
ら
ず
、
建
国
の
功
績
を
誇
っ
て
権
力
の
中
枢
に
居
座
り
、
そ

雄
の
人
材
登
用
が
適
切
で
な
く
、
側
近
や
親
族
が
権
勢
を
楯
に
民
を
苦

宇
し
め
た
と
評
し
て
い
る
。
本
伝
は
、
こ
の
記
事
の
直
後
に
、
武
帝
が

間
字
文
護
と
そ
の
諸
子
・
属
僚
を
訣
殺
し
た
こ
と
を
記
し
、
字
文
章
酢

3

殺
の
翌
日
に
出
さ
れ
た
武
帝
の
詔
を
掲
げ
て
い
目
。
武
帝
は
字
文
護
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に
つ
い
て
、
臣
節
に
違
え
て
縦
い
ま
ま
に
専
権
を
振
る
い
、
朋
党
や

賄
賂
に
よ
っ
て
政
治
を
乱
し
、
民
を
苦
し
め
た
と
し
て
、
激
し
く
批

判
し
、
宇
文
護
の
「
凶
党
」
を
一
掃
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

護
志
在
無
君
、
義
違
臣
節
。
懐
弦
直
毒
、
逗
彼
狼
心
、
任
情
詠

暴
、
障
行
威
一
順
。
朋
黛
相
扇
、
賄
貨
公
行
、
所
好
加
羽
毛
、
所

悪
生
療
病
0

・
・
・
遂
使
戸
口
凋
残
、
征
賦
労
劇
。
家
無
日
給
、
民

不
柳
生
。
・
・
:
今
粛
正
典
刑
、
護
己
即
罪
、
其
徐
凶
紫
、
成
亦

伏
誌
。
気
霧
既
清
、
遜
遡
同
慶
。

以
上
、
正
史
に
お
け
る
字
文
護
執
政
期
像
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
本
伝
が
、
西
貌
時
代
及
び
北
周
建
国
当
初
と
明
帝
擁
立
後

と
で
、
字
文
護
に
異
な
る
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本

伝
は
、
字
文
護
は
元
勲
を
抑
圧
し
北
周
建
国
に
成
功
し
た
が
、
明
帝
・

武
帝
擁
立
後
、
専
権
を
振
る
い
、
不
適
当
な
人
材
登
用
を
行
っ
て
朋

党
を
形
成
し
、
政
治
を
乱
し
た
と
い
う
歴
史
像
を
描
い
て
い
る
の
で

あ
担
。
こ
の
歴
史
像
は
、
従
来
の
字
文
護
執
政
期
研
究
の
内
容
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
果
し
て
こ
の
字
文
護
執
政
期
像
は
、
当
時
の
一

般
的
評
価
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

②
藷
史
料
に
お
け
る
字
文
護
執
政
期
像

か
り
に
正
史
の
字
文
護
執
政
期
像
が
、
当
時
の
一
般
的
評
価
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
諸
史
料
に
お
い
て
も
正
史
と
同
様
の
字
文
護
執
政

期
像
が
描
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
果
し
て
諸
史
料
は
字
文
護
執

政
期
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、
取
り
主
け
た
い
史
料
が
、
北
浦
の
大
象
一
見
年
(
五
七
九
)
に

2

字
文
迫
が
撰
し
た
「
庚
信
集
序
」
で
あ
お
。
庚
信
は
、
北
周
文
壇
の

中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
旧
梁
臣
で
あ
る
。
こ
の
庚
信
と
交
友
関

係
に
あ
っ
た
の
が
、
字
文
泰
の
子
で
武
帝
の
弟
の
勝
王
泊
で
あ
一
的
。
宇

文
治
は
、
こ
の
「
庚
信
集
序
」
の
中
で
、
庚
信
が
字
文
泰
・
明
帝
・

武
帝
に
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
字
文
護
が
庚
信
の
孝
心

に
感
動
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

菅
圏
公
暦
期
受
託
、
第
世
賢
輔
、
見
信
孝
情
毅
至
、
毎
日
倒
嵯
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
宇
文
迫
が
宇
文
護
(
「
菅
図
公
」
)
を
「
賢

輔
」
と
評
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
正
史
の
字
文
護
執
政

期
像
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
一
体
、
何
故
、
字
文
迫
は
字
文
護
を
「
賢
輸
」

と
評
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
惰
の
開
皇
九
年
(
五
八
九
)
に
作
ら
れ
た
「
表
鴻
墓
誌
」
に

注
目
し
た
時
。
表
鴻
は
、
北
周
に
仕
え
、
御
正
中
大
夫
・
民
部
中
大

夫
を
歴
任
し
、
天
和
二
年
(
五
六
七
)
の
陳
進
攻
の
際
に
捕
虜
と
な

り
、
建
康
で
没
し
た
人
物
で
あ
一
位
。
「
袈
鴻
墓
誌
」
は
彼
の
没
後
、
二

一
年
を
経
て
作
成
さ
れ
問
。
こ
の
「
表
鴻
墓
誌
」
は
、
表
鴻
が
字
文

護
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
字
文
護
の
名
声
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
(
「
望
隆
内
外
」
)
を
記
し
て
い
る
。

膏
公
地
居
藩
扉
、
望
隆
内
外
、
既
任
天
卿
、
兼
捻
紳
牧
。
乃
以

公
団
周
府
司
録
、
帯
薙
州
賛
一
治
。

墓
誌
に
は
墓
主
を
顕
彰
す
る
目
的
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
鴻
を
顕
彰

す
る
た
め
に
字
文
護
に
好
意
的
評
価
を
加
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
か
り
に
王
史
の
宇
文
護
執
政
期
像
が
一
般
的
評
価
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
字
文
護
と
の
関
係
を
記
す
こ
と
は
、
表
鴻
の
顕
彰
に
つ
な

が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
唐
の
貞
観
一
一
年
(
六
三
七
)
に
李
百
薬
が
撰
し
た
「
表

B
V
 

鏡
民
墓
碑
」
を
取
り
上
げ
る
。
表
鏡
民
は
、
北
周
で
吏
部
下
大
夫
と

な
り
、
隔
で
兵
部
侍
郎
・
益
州
総
管
府
司
馬
を
歴
任
し
、
関
皇
一
六

年
(
五
九
六
)
に
西
南
夷
の
征
討
中
に
没
し
た
人
物
で
あ
る
。
ヲ
」
の

碑
は
、
表
鏡
民
が
字
文
護
の
子
語
国
公
会
の
記
室
参
軍
に
登
用
さ
れ

た
こ
と
を
記
す
の
み
な
ら
ず
、
字
文
護
が
国
家
の
重
責
を
担
う
立
場

に
あ
り
、
子
の
た
め
に
幕
僚
を
厳
選
し
た
と
評
し
て
い
る
。

菅
蕩
公
受
博
陸
之
圏
、
鹿
阿
衡
之
寄
、
震
其
諸
子
精
選
府
寮
、
僻

篤
諒
公
大
将
軍
記
園
。

文
中
の
「
博
隆
」
は
、
漢
の
渥
光
の
封
地
で
あ
り
、
転
じ
て
国
家
の

重
責
を
荷
う
人
物
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
「
阿
衡
」
は
、
殿
の
伊
努
の

官
職
名
で
あ
り
、
転
じ
て
宰
相
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
乙
で
注
目

す
べ
き
点
は
、
乙
の
「
表
鏡
民
墓
碑
」
が
、
『
周
書
』
が
完
成
し
た
翌

年
に
、
李
百
薬
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
李
百
薬
は
、
唐

朝
に
仕
え
、
礼
部
侍
郎
・
太
子
右
庶
子
・
宗
正
卿
な
ど
を
歴
任
し
、
貞-m) 

観
の
正
史
編
纂
事
業
の
際
に
、
『
北
斉
書
」
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
は
「
表
鏡
民
墓
碑
」
中
で
、
字
文
護
が
北
周
を

支
え
た
人
物
で
あ
り
、
子
の
た
め
に
人
材
を
厳
選
し
た
と
述
べ
て
い



る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
貞
観
初
年
(
六
二
七
)
頃
に
、
道
士
の
排
仏
論
に
対
す

る
反
論
と
し
て
法
琳
が
撰
し
た
『
弁
正
論
」
を
見
て
み
た
い
。
こ
の

『
弁
正
論
』
巻
四
・
十
代
奉
仏
篇
下
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
五
二
・

五
一
七
頁
|
上
・
中
段
)
は
、
字
文
護
に
つ
い
て
、
そ
の
地
位
・
名

声
が
高
く
、
北
周
は
彼
に
よ
っ
て
建
国
す
る
こ
と
が
で
き
、
朝
廷
は

彼
の
人
材
登
用
(
「
鐙
衡
」
)
に
頼
っ
て
い
た
と
称
賛
し
て
い
る
。

菅
公
地
厨
文
昭
、
名
高
玉
除
。
:
・
・
社
稜
由
其
建
立
、
朝
廷
頼

其
鐙
衡
。

十
代
奉
仏
篇
は
北
朝
の
崇
仏
家
を
列
挙
す
る
篇
で
あ
る
。
実
際
、
宇

【坦

文
護
は
熱
心
な
仏
教
信
徒
で
あ
り
、
仏
教
を
手
厚
く
保
護
し
た
。
そ

の
た
め
、
『
弁
正
論
』
に
限
ら
ず
、
仏
教
史
料
に
は
字
文
護
を
批
判
す

町
る
司
事
は
見
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
武
帝
を
批
判
す
る
記
事
が
散
見
さ

後
れ
引
。
こ
れ
は
、
武
帝
が
廃
仏
を
行
っ
た
た
め
で
あ
り
、
仏
教
界
側

考
の
脚
色
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
し
か
し
、
『
弁
正
論
』

販
の
字
文
護
評
は
、
人
材
登
用
を
称
賛
し
て
い
る
点
で
、
「
表
鏡
民
墓
碑
」

搬
の
字
文
護
評
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
『
弁
正
論
』
の
記
述
を
仏
教

鳩
界
側
に
よ
る
脚
色
と
し
て
切
っ
て
捨
て
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

字
以
上
、
北
周
か
ら
唐
初
に
か
け
て
作
ら
れ
た
諸
史
料
を
見
て
き
た
。

胡
そ
の
結
果
、
武
帝
の
字
文
護
抹
殺
後
も
、
北
周
・
惰
・
唐
代
を
通
じ

5

て
、
字
文
護
を
「
賢
輔
」
「
望
陰
内
外
」
「
名
高
王
陳
」
と
評
す
る
史

2

料
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
多
く
が
文
集
や
墓

誌
・
墓
碑
の
よ
う
に
、
作
者
・
墓
主
を
顕
彰
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
再
三
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
か
り
に
正
史
の
字

文
護
執
政
期
像
が
当
時
の
一
般
的
評
価
で
あ
り
、
実
際
に
武
帝
が
「
字

文
護
派
」
を
一
掃
し
て
い
た
な
ら
ば
、
字
文
護
と
の
関
係
を
文
集
・

墓
誌
な
ど
に
記
す
こ
と
は
甚
だ
不
名
誉
な
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
字
文
護
と
の
関
係
を
記
す

だ
け
で
な
く
、
称
賛
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
従
来

の
字
文
護
執
政
期
像
に
対
し
、
改
め
て
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で

あ
る
。ま
た
、
正
史
に
お
い
て
字
文
護
執
政
期
は
、
不
適
当
な
人
材
登
用

が
行
わ
れ
た
時
代
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
表
鏡
民
墓

碑
」
に
は
「
局
其
諸
子
精
選
府
寮
」
と
あ
り
、
『
弁
正
論
』
に
は
「
朝

廷
頼
其
鐙
衡
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
と
正
史
の
字
文

護
執
政
期
像
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
字
文
護
執
政
期
の
人
材
登
用
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

三
、
宇
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成

こ
れ
ま
で
字
文
護
執
政
期
が
負
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
き
た

原
因
の
一
つ
に
は
、
不
適
当
な
人
材
登
用
を
行
っ
た
と
い
う
正
史
の

記
述
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
字
文
護
の
人
材
登
用
は
、
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本
当
に
不
適
当
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
章
で
取
り
上
げ
た

2

「
表
鏡
民
墓
碑
」
に
は
、
字
文
護
が
諸
子
の
幕
僚
を
厳
選
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
『
弁
正
論
』
に
は
、
北
周
が
字
文
護
の
人
材
登
用
を

頼
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
無
視

し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
意
で
は
字
文
護
幕
僚
の
人
的

構
成
に
的
を
し
ぽ
り
、
人
材
登
用
の
面
か
ら
字
文
護
執
政
期
を
再
検

討
し
て
い
き
た
い
。

字
文
護
が
就
任
し
た
官
職
の
中
で
最
も
重
要
な
官
職
は
、
天
官
府

長
官
の
大
家
宰
と
軍
権
を
掌
握
す
る
都
督
中
外
諸
軍
事
で
あ
る
。
字

文
護
は
、
孝
関
帝
元
年
(
五
五
七
)
二
月
か
ら
天
和
七
年
(
五
七
二
)

三
月
ま
で
大
家
宰
に
在
任
し
た
。
保
定
元
年
(
五
六
ご
に
は
、
天

官
府
に
他
の
五
府
を
統
べ
さ
せ
、
北
周
の
行
政
権
を
完
全
に
掌
握
し

た
。
天
官
府
に
は
数
多
く
の
官
職
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
重
要

な
官
職
を
あ
げ
る
と
し
た
ら
、
天
官
府
副
長
官
の
小
家
宰
と
六
府
の

ま
と
め
役
を
担
っ
た
司
会
中
大
却
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
二
つ
の

官
職
は
犬
家
宰
を
補
佐
し
、
事
実
上
六
府
の
行
政
を
統
括
し
て
い
た
。

-n) 

北
周
の
人
事
を
掌
っ
た
の
は
、
夏
官
府
の
吏
部
中
大
夫
だ
が
、
円
滑

な
行
政
を
行
う
た
め
に
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
に
関
し
て
は
、
字

文
護
の
意
向
を
汲
ん
だ
人
事
を
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

マ
匂
。
都
督
中
外
諸
軍
事
は
、
禁
軍
を
含
む
中
央
軍
(
二
十
四
軍
)
と
地

方
軍
を
統
括
し
た
官
職
で
あ
る
。
字
文
護
は
と
の
官
職
に
就
任
す
る

こ
と
で
、
軍
事
力
を
掌
握
し
、
北
周
の
実
権
を
握
る
と
と
が
で
き
た
。

都
督
中
外
諸
軍
事
府
(
以
下
、
中
外
府
と
略
)
幕
僚
の
各
列
伝
に
は
、

字
文
護
が
登
用
し
た
と
い
う
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。

ζ

の
こ
と
か

ら
、
中
外
府
幕
僚
は
宇
文
護
自
ら
登
用
し
た
か
、
字
文
護
の
意
向
を

汲
ん
だ
登
用
が
行
わ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。

そ
の
他
に
、
字
文
護
の
晋
国
公
府
幕
僚
も
み
て
い
き
た
い
。
晋
国

公
府
幕
僚
は
、
天
官
府
や
中
外
府
と
異
な
り
、
い
わ
ば
字
文
護
個
人

の
幕
僚
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
天
官
府
や
中
外
府
と
は
異
な
る
人
材

登
用
の
様
相
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
三
種
類
の
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
を
分
析
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
就
任
者
、
都
督
中
外
諸
軍
事
府
幕

僚
、
皿
同
国
公
府
幕
僚
を
ま
と
め
た
表
を
作
成
し
た
。
表
に
は
、
正
史

の
評
価
、
親
族
・
出
身
勢
力
、
字
文
護
と
の
関
係
、
字
文
護
没
後
(
武

帝
親
政
期
・
宣
帝
期
)
の
官
歴
に
関
す
る
情
報
を
載
せ
た
。
表
中
の

出
身
勢
力
は
、
吉
岡
県
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
、
北
鎮
・
関
中
・
山

An) 

東
・
旧
梁
に
分
類
し
た
。
北
鎮
は
主
に
字
文
泰
の
元
従
・
賀
抜
岳
の

部
下
な
ど
の
北
辺
諸
鎮
出
身
者
を
さ
す
。
関
中
は
、
漢
族
・
非
漢
族

を
関
わ
ず
、
関
中
・
河
南
・
河
東
の
土
着
勢
力
を
さ
す
。
山
東
は
、
山

東
貴
族
・
孝
武
帝
の
西
遷
に
従
っ
た
北
貌
朝
の
文
武
百
官
・
山
東
(
含

遼
西
な
ど
)
地
域
出
身
者
の
こ
と
で
あ
る
。
旧
梁
は
西
貌
の
南
進
過

程
で
吸
収
さ
れ
た
旧
梁
臣
を
さ
す
。

な
お
、
漢
族
に
は
網
掛
け
を
し
た
。
山
下
将
司
氏
や
前
島
佳
孝
氏
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官名 人名 伝抽年代 正史の評価 親族出身勢力 盟との関係 武帝・宜帝期 出奥

小家率上大夫 長j)1H~ 孝関帝 (557) 約白智聡 北鋭 Rl!の盗用 569没 r~tJ 22 

楊宛 明帝初(55η 標識・消筒 関中(弘換楊) 561没 『周J22

字文III 武成初 (559) 者耐・好施 関中 557世 「周J19 

字文怒 天和3 (弱8) 迎敏・智男 父字文泰・北鋭 援の信任 武帝に信任 『周J12 

猿怠 天和6 (571) 有功・威JJ.( 父梁摂・北鎖 安州総管など 『防J37 

司会中大夫 極猷 武成 2(5刷〉 閣雅・飯正 山東{惚陵櫨) 娘が寝の旋女 小司徒など 『周J35 

叱縦協 保定元 (561) 恭間・凡織 北鋭 中外府長史就任 除名後、復官 『周J11 

豆E包氷恩 保定元 (561) 111度・有功 兄豆olJIL北鉱 子の過が置の幕僚 565 ~陸 『悶J19 

字文深 保定初 製局・仁愛 兄字文測北鋲 568没 『周J27

締褒 保定2(562) 忠厚・逃略 関中(昌務純) 572没 『周J37 

秒J慶 保定3(553) 聡敏抗砥 開中(河東柳〉 曹の登用を断る 566没 『用J22

a手普 保定年明' 閑静慰臨 関中{河東静) 後に中外府司馬 字文襲wlに没 f周J35

組獄 保定年間予 関雅・銀正 山東{博隙樹) mIの信任 小可能など 『周J35 

子爽 天和初 (566) 文武之任 父子阻ー北館 形式的に柴重 安州終管など 「周』 ω
亙血助 天羽2 (567) 才略・】"政 謎父豆olJIL・北鍛 兄の週が盟の幕僚 信州総管など miJ 39 

李総 天和 4 (弱9) 文武才周 父苧弼・北鉱 父が謹に協力 司宗中大夫など
李『周紛1盟6諸

陸逗 天和 4 (56ゆ) 文雅・恵政 関中(呉郡陸} 後区中外府司馬 除名後、復官 『悶J32 

叱権協 夫和6(571) 恭臨・凡111北鉱 援の伺任 除名後、彼官 叱絡協著書凌

侯挺隊凱 天和中 政前あり 兄侯英陳516・北iIi 兄が自殺せらる 北斉への使者 『周J16

梁容 天平日年間宮 有1)1 戚lli 父梁禦ー北釧 安州総管など rmJ 37 

王仲筆『北周六典J(中華書局、 1979年)、吉岡県「北朝・陪唐支配層の推移J([岩波
諮座世界歴史9中華の分裂と再生』岩波書底、 1999年)を参考とし、諸史料によっ
て適宜補正して作成。 r周j:[周書J r階j:[惰害J [北J:[北史』
なお、網掛けは漢族を意味している。

叱羅協墓誌:負安定編『中国北周珍貴文物J(陳西人民美術出版社、 1993年)
李論墓誌:劉合心・呼林寅「北周徒何輪志史地考J([文博J2002-2) 

の
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来
漢
族
と
み
な
さ
れ

て
き
た
人
物
が
、
胡
族
出
身
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
事
例
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
泊
。
し
か
し
、
本

稿
で
は
便
宜
的
に
漢
族
と
非
漢
族
を
分
け

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構

成
に
、
種
族
に
よ
る
違
い
が
存
在
す
る
か
確

認
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
種
族
を
特
定

で
き
な
い
場
合
は
、
か
り
に
非
漢
族
と
し
た
。

ま
た
、
以
下
の
分
析
で
は
、
「
胡
族
系
元
勲
」

と
い
う
用
語
を
多
用
し
た
。
と
の
「
胡
族
系

元
勲
」
と
は
、
西
貌
北
周
期
の
柱
園
・
国
公

拝
受
者
を
分
析
し
て
ラ
ン
ク
分
げ
し
た
藤
堂
〔
お
)

光
順
氏
と
前
島
佳
孝
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
、

「
八
柱
国
十
二
大
将
軍
ク
ラ
ス
」
お
よ
び
賀
蘭

祥
・
尉
遅
廻
と
い
っ
た
字
文
泰
の
親
族
、
梁

禦
・
劉
亮
と
い
っ
た
西
貌
前
半
に
没
し
た
元

勲
の
こ
と
を
さ
す
。

な
お
、
字
文
護
の
人
材
登
用
に
つ
い
て
は
、

主
に
正
史
の
記
述
に
よ
っ
た
。
前
章
で
正
史

の
字
文
護
執
政
期
像
に
疑
念
を
呈
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
正
史
の
記
述
に
よ
っ
た
理
由
は
、
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字
文
護
が
批
判
さ
れ
て
い
る
明
帝
擁
立
後
で
あ
っ
て
も
、
各
列
伝
中

に
字
文
護
の
幕
僚
に
つ
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
官
歴
に
関

す
る
作
為
性
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

①
天
官
府
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫

字
文
護
執
政
期
に
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
に
就
任
し
た
人
物
を
ま

と
め
る
と
、
表
一
の
如
く
な
る
。
小
家
宰
に
は
、
「
十
二
大
将
軍
ク
ラ

ス
」
の
字
文
貴
や
、
長
孫
倹
・
楊
寛
と
い
っ
た
商
貌
以
来
の
功
臣
、
字

文
泰
の
第
五
子
で
字
文
護
の
信
任
を
受
げ
た
字
文
憲
、
西
輔
副
の
建
国

に
貢
献
し
た
梁
禦
の
息
子
梁
容
が
就
任
し
て
い
る
。
長
孫
倹
は
、
北

周
建
国
直
後
に
発
生
し
た
越
貴
の
字
文
護
排
除
計
画
に
息
子
の
僧
街

が
参
加
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
計
画
鎮
圧
直
後
に
字
文
護
に

よ
っ
て
小
家
事
に
任
じ
ら
れ
て
い
一
位
。

一
方
、
司
会
中
大
夫
に
は
、
豆
虚
永
恩
・
字
文
深
・
韓
褒
と
い
っ

た
商
貌
以
来
の
功
臣
や
、
子
翼
(
子
謹
の
子
了
豆
虚
勅
(
豆
虚
寧
の

養
子
了
李
総
(
李
弼
の
子
)
・
梁
容
(
梁
禦
の
子
了
侯
莫
陳
凱
(
侯

莫
陳
崇
の
弟
)
の
よ
う
に
北
鎮
出
身
の
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
が
就
任

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
豆
慮
氏
は
、
豆
虚
永
恩
だ
け
で
な
く
、
そ
の

子
の
豆
虚
勅
も
司
会
中
大
夫
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
勅
の
兄
の

豆
虚
通
も
中
外
府
領
親
信
と
な
っ
て
お
り
、
豆
虚
氏
が
字
文
護
と
密

接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
李
総
の
父
李
弼

と
子
翼
の
父
子
謹
は
、
北
周
建
国
時
に
字
文
護
を
支
援
し
、
宇
文
護

の
信
任
を
受
け
て
い
問
。
李
総
の
兄
障
と
子
翼
が
字
文
泰
の
娘
婿
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
李
氏
と
子
氏
が
字
文
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

出
世
猷
・
叱
羅
協
・
醇
善
・
陸
逗
は
、
字
文
護
の
信
任
を
受
け
た
事

が
列
伝
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
昼
猷
以
外
は
、
中
外
府
長
史
・
司
馬

【羽
V

に
も
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
雀
猷
・
陸
逗
・
叱
羅
協
は
、
字
文
氏

と
通
婚
関
係
に
あ
る
。
叱
羅
協
以
外
の
人
物
は
、
正
史
に
お
い
て
有

能
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
叱
羅
協
も
前
稿
で
既
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
優
秀
な
武
人
官
僚
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
う
ち
、
叱
羅
協

と
陸
逗
は
、
字
文
護
訴
殺
時
に
除
名
さ
れ
た
が
、
時
を
置
か
ず
し
て

復
官
を
果
し
た
。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
人
物
が
柳
慶
と
侯
莫
陳
凱
で
あ
る
。
柳

慶
は
、
『
周
書
』
巻
二
二
・
柳
慶
伝
に
、

菅
公
護
初
揺
政
、
欲
引
魚
腹
心
。
慶
僻
之
、
頗
件
旨
。
:
:
:
保

定
三
年
、
又
入
局
司
曾
。

と
あ
る
よ
う
に
、
孝
関
帝
期
に
字
文
護
の
腹
心
と
な
る
の
を
断
っ
た

た
め
、
そ
の
不
興
を
買
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
侯
莫
陳
凱
は
、
保

定
三
年
(
五
六
=
一
)
に
宇
文
護
死
去
の
噂
を
流
し
た
と
し
て
自
殺
さ

せ
ら
れ
た
侯
莫
陳
崇
の
弟
で
あ
る
。
彼
ら
は
と
も
に
字
文
穫
と
の
関

係
が
悪
化
し
た
後
に
司
会
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例

は
後
述
す
る
よ
う
に
中
外
府
の
幕
僚
に
も
散
見
さ
れ
る
。

小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
に
登
用
さ
れ
た
人
物
に
は
、
西
貌
以
来
の
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表二字文書Z執政期都督中外諸軍事府幕僚表

官名 人名 任職年代 立史の評価 籾族・勢力 臨との関係 武帝・宜帯期 出拠

中外府長奥 叱絡協 保定元 (561) 務魁・凡識 北鋭 畿の信任 除名後、復官 『周111 

陽線 才サn 献身・有功 関中 江~総管など 『周144 

中休将司馬 静普 保定年間? 閑静・慰撫 関中(荷耳障静) 寵の信任 字文霞期に投 f周135 

随湿 夫和年間 文雅・仁政 兄陸週・闘中(呉郡陵) 穫の信任 除名後、復官 『周13z 

中外府司録 ミ許認 武成元 (559) 峻急・文雅 山東(頓丘李) 聾の文を掌る 565投 I周138

ヲ時公正 天和年間? 口弁あり 不明 E隻の信任 鰻とともに酔殺 t同111 

中外府従事中郎 高賓 保定年間 文武幹周 独担信の故吏・山県 571没 f周137 

梁栄 不明 不明 兄梁析・開中(安定様) 貯留下大夫など fml1 39 

中外府掠 柳千管掌 保定4(554) 線滞・滑商慣 叔父御陵・開中(河東初} 離府提史など 『周122 

劉縫 天和5(570) 議官・機弁 北制? 納冒など I周129

組3事 不明 声繍あり 問中(天水飽} 護の餐周 御正など I情146 

国仁恭 夫和年間ヨ 必仁・戦功 文田弘・開中 .. の盈周 幽州総管など 『附154 

豆盆最 不明 不明 山東? (河南格闘) 不明 豆腿建都誌

中外府属 劉雄 保定4(554) 議溜・機弁 北飢 P 納言など 『周129

中外府兵曹参1(1 回仁恭 天和年間' 寛仁・戦功 父田弘・関中 髄の登用 陶州総管など f附154 

段文振 不明 剛直・斡用 山東(遼酋段) 越の愛用 相州別調など rmlω 

中外府少闘曹参耳【 虞腹開l不明 何制限・威恕 関中 石州総管 『附140

中外府楽習参lJI 令狐休 不明 政繍 兄令狐盤問中憎農令叫 早<1':没 『周136 

枇叔耽 保定年間' 孝聞・志節 関中(京Is社) 障の丑周 567没 『周]46

中外府戸習参j~ 強仲方 保定年間 文武才幹 父也猷・山東{博俊樹) 畿の登用 内史下大夫など 儲{中方益事詑

中外府礼1'1拳ljI 禍衆 実和年!町 ""燃の袋 父楊敷・関中(弘農楊) 穫の盗用 司城大夫など 『附]48

中外府水町参~( 郭栄 不明 臨厚 北鋭 謹の登用 司水大夫など 『階150 

中外R守資瞥参ljI 傘附 保定年1111 沈櫨・清白 父量主演・関中(京兆怠) 穫の畳周 安部大夫など 『附]46

中外府u!暫参1(1 麹{全 孝関手持 (551) 不明 関中(天水粗) 護の登用 571滋 組盆暮捻

中外府鎧瞥参m 辛際 周初 不明 関中{間百辛} 司布領よ士など 手陣基抽

中外府担当主参lJI 窃置 孝関帝 (551) 亡厚 父庸揖・旧提[聞陵商) 珊陽郡守など 『周]42

援繍 明帯初 才名・鮭f骨 父張軌山東 不明 『周137 

事調除 保定年間予 無実勢・疎放 旧費!"市国劃) 後架から盗用 畿伯下大夫など 『附176 

傘師 保定年明 枕随・清白 父重量旗 開中(京兆掌} 穫の歪周 賓部大夫など rmJ 46 

楊紫 保定5(565) 英傑の表 父楊敗関中{弘良橋) 2賓の登用 司城大夫など fliWJ 48 

儲仲方 保定年明 文武才幹 父也猷山東(惚陵也} 穫の登用 内史下大夫など
縦『附仲J方6ゆ著書没

牛弘 不明 博開・克裕 父牛允不明 内史下大夫など 附 149

元搬 不明 剛IO! 錦宗室 霞の登用 内史中大夫など 『附162 

柳弘 不明 聡額 却炉題担 問中(河東側 御亙など f周122

柳域 不明 E直 父柳f中礼・旧提(i'!東柳} 護の登用 司武中土など fj!llfJ 62 

也理費 不明 温灘 父也様山東(博院楼) 漸州刺史など 「周135 

劉行本 不明 側烈 叔父劉河野・旧東(柿閏劉) 援の登用 隼制下大夫など rmJ 52 

事弘亀 不明(周初円 不明 父掌l!:開中(京兆掌) 情州刺史など 意讃菖漕

中外府参耳t 櫨仲方 保定年制 文武才幹 父健猷・山東(得際組) 銀の登用 内史下大夫なと 滋仲方慈溝

中外府行参'" 炭酸'"不明 側備・威" 開中 石州総管 『隔140
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官名 人名 任職年代 正史の評価 親族・勢力 霞との関係 武帝・立帝期 出決

中外抑仮想J信 茄洪 切開.? 不明 北鈍? 設の登用 郎 H総管府緑 務洪主主誌

豆風通 不明 鶴局 父豆腐永恩・北鉱 践の愛用 虎血中大夫など 『陪J39 

字文述 不明 議題 父乎又盛・北鋭 盟に愛される 英県中大夫など 『附J61 

也弘度 保定明。， 厳酷 父也鋭山東(博隣組) 緩の食用 行需給管など 『附174 

呂武 保定年咽' 才"!!l 問中(天水百) 授の笠周 右侍=上士など 昌武醤誌

段文援 不明 即r"・幹周 山梨(逝酉段) 騒の登用 相州別調など n!ffJ 60 
李微 不明 剛般・才具 父李相関中{陥商李) 護の盈周 准州事l史など fW守J54 

部<Il 不明 阻厚 北鋭 被の登用 司水大夫など 『階J50 

元稗 実和元 (566) 不明 01宗室 越の登用 瀦州別蹄など 元:i1I甚誌

王仲豊臣『北周六典J(中華脅局、 1979年)、吉岡民「北朝・惰唐支配層の推移J(r岩波
講座世界歴史9中華の分裂と再生J岩波書底、 1999年)を参考し諸史料によって適
宜補Eして作成。『周J:[周害j r階J:[情書』
なお、網掛けは漢族を意味している。

茄洪墓誌・豆虚楚基誌・呂武墓誌・元j鵡基誌ー斡理洲『全階文補遺J(三秦出版社、 2日例
年)

崖仲方基誌河北省文物研究所・平山博物館「河北平山県西岳村階唐屋氏基誌J([考
古J2001-2) 
意瑠墓誌・宋英・遡小寧「北周〈字文班墓誌〉考稗J(r碑林集刊J8、2002年)
組佳芸誌.張維編『臨右金石録J([石刻史料新編』第1輯21、新文堂出版公司、 1977
年所収)

辛謙芸誌柳秀芳「唐〈辛謙墓誌〉考略J(r碑林集刊J12、2006年)

功
臣
や
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
が
多
く
、
字
文
氏
と
の
遇
婚
関
係
を
有

す
る
人
物
も
多
か
っ
た
。
司
会
中
大
夫
就
任
者
の
う
ち
、
字
文
深
・

韓
褒
・
柳
慶
・
叱
羅
協
・
陸
逗
・
醇
善
は
、
西
貌
時
代
に
は
字
文
泰

の
丞
相
府
幕
僚
・
大
行
台
府
幕
僚
と
し
て
、
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ

問
。
ま
た
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
就
任
者
の
う
ち
、
字
文
護
執
政

期
に
没
し
た
人
物
以
外
は
、
武
帝
の
親
政
以
後
も
官
界
に
留
ま
り
活

躍
し
た
。
な
お
、
彼
ら
の
殆
ど
は
、
正
史
に
お
い
て
有
能
と
い
う
評

価
が
な
さ
れ
て
い
た
。

小
家
宰
は
楊
寛
を
除
い
て
全
員
が
胡
族
系
元
勲
お
よ
び
そ
の
子
弟

で
あ
っ
た
。
一
方
、
司
会
中
大
夫
で
は
、
重
複
を
含
め
て
、
そ
の
漢

族
と
非
漢
族
の
割
合
は
五
日
一

O
で
あ
っ
た
。
非
漢
族
の
多
く
が
、
北

鎮
出
身
の
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
や
や
非

漢
族
の
割
合
が
高
い
が
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
に
登
用
さ
れ
た
漢

人
は
、
関
中
漢
人
郡
姓
の
楊
寛
(
弘
農
楊
氏
)
・
醇
普
(
河
東
醇
氏
)
・

柳
慶
(
河
東
柳
氏
)
や
山
東
貴
族
の
崖
猷
(
博
陵
屋
氏
)
と
い
っ
た

名
族
で
あ
っ
た
。

な
お
、
保
定
年
間
と
天
和
年
間
の
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
就
任
者

を
比
較
し
た
所
、
保
定
年
聞
に
は
西
貌
以
来
の
功
臣
が
多
く
、
天
和

年
聞
に
は
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
が
多
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
は
字
文
慈
の
人
材
登
用
の
変
化
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
世
代

交
替
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



②
都
督
中
外
諸
軍
事
府
幕
僚

字
文
護
執
政
期
の
中
外
府
幕
僚
は
、
表
二
に
集
約
さ
れ
る
。
長
史

(
首
席
幕
僚
了
司
馬
(
次
席
幕
僚
)
に
就
任
し
た
人
物
は
、
叱
羅
協
・

陽
雄
・
醇
善
・
陸
還
で
あ
る
。
陽
雄
は
保
身
に
巧
み
だ
っ
た
こ
と
が

列
伝
に
記
さ
れ
て
お
問
、
叱
羅
協
・
醇
普
・
陸
還
の
三
人
は
字
文
護

に
信
任
さ
れ
た
と
と
が
列
伝
に
記
さ
れ
て
お
り
、
司
会
中
大
夫
に
も

就
任
し
て
い
る
。
司
録
・
従
事
中
郎
就
任
者
を
み
る
と
、
李
頑
は
、
西

貌
時
代
に
丞
相
府
記
室
参
軍
・
大
行
台
郎
中
な
ど
を
歴
任
し
、
字
文

泰
に
深
く
信
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
北
周
建
国
後
、
字
文
護
も
字

文
泰
と
同
様
に
彼
を
信
任
し
た
。

題
於
太
祖
世
巳
首
植
要
、
兵
馬
慮
分
、
専
以
委
之
、
詔
朋
文
筆
、

皆
拠
所
作
也
。
及
音
公
護
執
政
、
委
任
如
奮
。
(
『
周
書
』
巻

町

三

八

・

李

剥

伝

)

仙
沼
中
外
府
幕
僚
の
中
で
唯
一
字
文
護
諒
殺
時
に
殺
害
さ
れ
た
司
録
の
努

考
公
正
は
、
北
斉
へ
の
使
者
に
も
な
り
、
そ
の
能
力
と
教
養
を
高
く
評

鮪
価
さ
れ
て
い
問
。
中
外
府
長
史
・
司
馬
・
司
録
就
任
者
の
多
く
は
、
宇

轍
文
護
抹
殺
時
に
連
座
し
て
お
り
、
叱
羅
協
・
陸
逗
は
一
時
的
に
除
名

吋
押
さ
れ
、
罪
公
正
は
殺
害
さ
れ
た
。
ま
た
、
既
に
没
し
て
い
た
醇
善
は
、

字
通
ち
を
意
味
す
る
「
鯵
」
と
詮
さ
れ
た
。

相
続
い
て
従
事
中
郎
・
捺
・
属
を
み
る
と
、
劉
雄
・
回
仁
恭
・
趨
芽

な
ど
の
優
秀
か
つ
武
帝
の
親
政
以
後
も
活
躍
し
た
人
物
が
就
任
し
て

3

い
る
。
ま
た
、
字
文
護
に
排
除
さ
れ
た
独
孤
信
の
故
更
で
あ
る
高
賓

や
字
文
護
と
の
関
係
が
悪
か
っ
た
と
さ
れ
る
柳
慶
の
甥
帯
章
も
就
任

し
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち
、
柳
帯
章
は
西
貌
時
代
に
大
行
台
左
丞
と

な
り
、
越
茶
は
丞
相
府
鎧
曹
参
軍
・
記
室
参
軍
を
歴
任
し
て
い
る
。

続
い
て
、
参
軍
・
親
信
を
み
る
と
、
田
仁
恭
(
回
弘
の
子
了
楊
素

(
楊
敷
の
子
了
牛
弘
(
牛
允
の
子
了
字
文
述
(
字
文
盛
の
子
了
峯

仲
方
(
雀
猷
の
子
了
雀
弘
度
(
握
説
の
子
了
豆
虚
通
(
豆
虚
永
恩

の
子
)
な
ど
、
西
貌
・
北
周
初
に
活
躍
し
た
功
臣
の
子
で
、
武
帝
親

政
期
か
ら
惰
代
に
活
躍
し
、
正
史
に
お
け
る
評
価
の
高
い
人
物
が
多

い
。
彼
ら
の
中
に
は
、
回
仁
恭
・
楊
素
・
佳
仲
方
の
よ
う
に
中
外
府

の
参
軍
や
親
信
か
ら
起
家
し
、
そ
の
後
も
中
外
府
の
官
職
を
歴
任
し

た
人
物
が
い
泊
。
例
え
ば
僅
仲
方
は
、
中
外
府
参
軍
で
起
家
し
、
記

室
参
軍
・
戸
曹
参
軍
を
歴
任
し
、
天
和
四
年
(
五
六
九
)
に
司
玉
下

大
夫
に
遷
っ
た
後
も
記
室
参
軍
・
戸
曹
参
軍
を
兼
任
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
外
府
幕
僚
が
群
臣
子
弟
の
任
官
先
の
一
つ
と

し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
粛
済
・
劉
擦
・
柳

誠
・
劉
行
本
と
い
っ
た
旧
梁
臣
を
多
く
登
用
し
て
い
る
点
も
特
徴
的

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
柳
慶
の
子
の
柳
弘
や
令
狐
整
の
弟
令
狐
休
、
章

愛
の
子
章
躍
の
よ
う
に
、
字
文
護
と
関
係
が
悪
か
っ
た
と
さ
れ
る
人

【誠一
V

物
の
子
弟
も
登
用
さ
れ
て
い
る
。

中
外
府
幕
僚
に
お
け
る
漢
族
と
非
漢
族
の
割
合
(
合
重
複
)
を
み

る
と
、
長
史
・
司
馬
・
司
録
で
は
四
日
二
、
従
事
中
郎
・
橡
・
属
で

は
三
一
五
、
参
軍
で
は
一
九
日
七
、
親
信
で
は
一
・
八
で
あ
っ
た
。
こ
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官名 人名 任職年代 正史の評価 勢力 護との関係 武帝・宜帝期 出典

晋国公府長史 叱躍協 孝閲帯 (557) 恭樫・凡識 北鉱 議の信任 除名龍、復官 『周J11 

元叩 保定初 (561) 才弁多し 醜宗室 謹の登用 司慾大夫など 『附J46 

晋国公府司路 連S量控 武成 2(560) E政 山東 561没 『周J29 

辺平 不明 不明 北舘 盟の信任 除名 『周J11 

費国公府司揖 元傍 孝閲帝 (557) 調柔・文雅 貌宗室 司会・民部など 『周J38 

務鴻 保定以前 恭勘・有幹略 問中(河来襲) 兼手E州賛治 568聴没 革担鴻基酷

鴻週 保定年間 賀直・幹能 開中(寒微) 護の信任 除名 『周J11 

張毘 保定年間? 舟学・幹周 山束(河問盟) 不明 「陪J46 

晋国公府録 鴻遭 孝開予告 (557) 賀直・幹能 関中(寒微} 護の信任 除名 f周J11 

晋国公府中尉 世逃 武成 2 (560) 不明 北鋭事 660没 侯連甚誌

奨叔時 不明 栢吏無津市 山東(陳留奨) 護の信任 沖州刺史など 『階J73 

晋国公府典簸 王慶 孝関帝 (557) 明弁・厳粛 不明(太臣王?) I!iの登用 E州総管など 『周J33 

表三・晋国公府幕僚表

王仲準『北周六典JC中華書局、 1979年)、吉岡県「北朝・階唐支配層の推移JC[岩波
前座世界歴史9 中撃の分裂と再生』岩波書底、 1999年)を参考し諸史料によって適
宜補正して作成。『周J:r周書J r階J:r摘書』
なお、網掛けは漢族を意味する。

表鴻墓誌蔵中進「階使表世清の周辺付、表鴻墓誌のこと J cr大阪市立大学文学
部創立五十周年記念 国語国文学論集1和泉書院、 1999年)
侯逮墓誌。侠西省社会科学院・陳西省文物局f陳西碑石精華JC三秦出版社、 2006年)
18頁

れ
を
見
る
と
参
軍
の
み
漢
族
の
比
率
が
突
出
し
て
高
い
と
と

が
わ
か
る
。
長
史
・
司
馬
・
司
録
に
登
用
さ
れ
た
人
物
は
、
い

ず
れ
も
字
文
護
に
信
任
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
出
身
勢
力

を
見
る
と
、
関
中
出
身
者
が
多
く
、
北
鎮
出
身
者
は
叱
羅
協

以
外
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
の
多
く
が
、
西
貌
時
代
に

大
丞
相
府
幕
僚
・
大
行
台
府
幕
僚
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。

従
事
中
郎
・
捺
・
属
に
登
用
さ
れ
た
人
物
に
も
、
北
鎮
出
身

者
は
劉
雄
以
外
見
ら
れ
ず
、
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
登
用
さ
れ
た
漢
族
は
、
越
芽
(
天
水
越

氏
了
柳
帯
意
(
河
東
柳
氏
)
な
ど
の
関
中
漢
人
郡
姓
が
多

か
っ
た
。
漢
族
の
比
率
が
高
か
っ
た
参
軍
に
は
、
山
東
貴
族

の
博
陵
雀
氏
か
ら
、
僅
仲
方
・
雀
弘
度
・
雀
臓
の
三
名
が
登

用
さ
れ
て
お
り
、
関
中
漢
人
郡
姓
か
ら
は
河
東
柳
氏
(
柳

弘
了
天
水
越
氏
(
超
佳
了
京
兆
章
氏
(
章
師
・
章
耀
)
・
弘

農
楊
氏
(
楊
素
了
京
兆
社
氏
(
杜
叔
耽
)
な
ど
が
登
用
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
旧
梁
臣
も
登
用
し
て
お
り
、
北
周
に
お
げ

る
代
表
的
な
漢
族
の
家
柄
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
参
軍
に
も
北
鎮
出
身
者
・
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
は
殆
ど

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
西
貌
字
文
泰
の
関
西
大
行
台
府
・
大
丞

相
府
幕
僚
も
、
北
鎮
出
身
者
は
少
な
く
、
関
中
漢
人
郡
姓
や

【垣

山
東
貴
族
が
多
く
登
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
字
文

泰
の
幕
僚
と
字
文
護
の
幕
僚
の
人
的
構
成
が
類
似
し
て
い
る



こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

な
お
、
字
文
護
抹
殺
時
に
連
座
し
た
幕
僚
は
、
長
史
・
司
馬
・
司

録
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
従
事
中
郎
以
下
は
処
罰
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
。
正
史
に
は
、
武
帝
が
宇
文
護
の
「
凶
党
」
を
一
掃
し
た
と

い
う
記
述
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
中
外
府
幕
僚
の
う
ち
、
実
際
に

，
処
罰
さ
れ
た
人
物
は
わ
ず
か
三
名
で
あ
り
、
し
か
も
叱
羅
協
と
陸
渥

は
短
期
間
で
復
官
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
字
文
護
派
」
を

一
掃
し
た
と
い
う
正
史
の
記
述
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

③
一
晋
国
公
府
幕
僚

続
い
て
晋
国
公
府
幕
僚
を
み
て
い
く
。
表
三
は
晋
国
公
府
の
幕
僚

合
総
)

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
長
史
・
司
馬
に
は
、
叱
羅
協
・
辺
平
と

聞
い
っ
た
字
文
護
の
側
近
以
外
に
も
、
列
伝
中
で
有
能
と
評
価
さ
れ
て

山
田
い
る
元
輝
・
達
実
廷
が
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
幕
僚
に

湾
は
、
焚
叔
略
・
張
史
・
元
偉
・
王
慶
な
ど
武
帝
親
政
期
・
惰
代
に
活

版
躍
し
、
文
武
に
才
能
の
あ
っ
た
人
物
が
登
用
さ
れ
て
い
る
。
司
録
に

械
就
任
し
た
潟
遷
は
、
字
文
護
抹
殺
時
に
除
名
さ
れ
た
人
物
だ
が
、
宇

議
文
護
の
幕
僚
に
な
っ
た
後
も
職
務
に
励
む
良
吏
と
し
て
評
価
さ
れ
て

4
u
J

《
伺
)

字
い
る
。

胡
晋
国
公
府
幕
僚
の
漢
族
と
非
漢
族
の
割
合
は
、
長
史
・
司
馬
に
限

3

る
と
、

O
い
四
だ
が
、
全
体
で
は
六
・
六
で
あ
る
。
登
用
さ
れ
た
非

3

漢
族
は
、
西
貌
宗
室
に
あ
た
る
元
氏
や
字
文
護
幕
僚
の
叱
羅
協
・
辺

平
な
ど
で
あ
り
、
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
は
登
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
登
用
さ
れ
た
漢
族
を
み
る
と
、
鴻
遷
は
列
伝
中
に
「
本
寒
微
」
と

あ
り
、
焚
叔
略
は
列
伝
中
に
、
西
貌
亡
命
以
前
、
東
貌
で
宮
刑
を
被

り
宣
官
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

焚
叔
略
、
陳
留
人
也
。
父
歎
、
:
・
属
高
氏
専
棒
、
肺
門
謀
興
復

之
計
、
属
高
氏
所
訴
。
叔
略
時
在
岩
飢
、
遂
被
腐
刑
、
給
使
殿

省
。
(
『
階
書
』
巻
七
三
・
焚
叔
略
伝
)

こ
の
よ
う
に
晋
国
公
府
の
幕
僚
に
は
、
寒
人
漢
族
や
官
官
か
ら
登
用

さ
れ
た
人
物
が
い
る
の
で
あ
る
。

④
小
結
天
官
府
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
、
中
外
府
幕
僚
、
晋
国
公
府
幕
僚

の
三
点
か
ら
見
る
限
り
、
字
文
護
の
登
用
し
た
人
材
の
多
く
が
、
胡

族
系
元
勲
の
子
弟
や
西
貌
以
来
の
功
臣
お
よ
び
そ
の
子
弟
で
あ
り
、

有
能
・
優
秀
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
人
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
が
列
伝
中
(
特
に
『
情
書
』
)
に
、
字
文
護
に
登
用
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
周
書
』
や
『
陪
書
』
が

編
纂
さ
れ
た
貞
観
の
正
史
編
纂
時
に
お
い
で
す
ら
、
字
文
護
に
登
用

さ
れ
た
こ
と
が
必
ず
し
も
経
歴
上
の
汚
点
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
『
周
書
』
の
字
文
護
執
政
期
像
と
阻
麟
を

き
た
し
て
い
る
。

司
会
中
大
夫
・
中
外
府
幕
僚
・
晋
国
公
府
幕
僚
の
中
で
、
字
文
護
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詠
殺
時
に
殺
害
さ
れ
た
人
物
は
予
公
正
の
み
で
あ
り
、
多
く
の
人
物

3

が
武
帝
親
政
期
以
降
も
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
と
と
は
、
字
文
護
の

登
用
し
た
人
材
か
ら
、
武
帝
親
政
期
以
降
に
活
躍
し
た
人
材
が
輩
出

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
字
文
護
執
政
期
と
武
帝
親
政
期
の
聞
に
人

材
面
で
の
連
続
性
が
存
在
す
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
司

会
中
大
夫
・
中
外
府
幕
僚
の
中
に
は
、
西
貌
時
代
に
丞
相
府
幕
僚
・

大
行
台
府
幕
僚
を
務
め
た
人
物
も
多
く
見
ら
れ
た
。
字
文
護
の
人
材

登
用
に
は
、
西
貌
時
代
と
の
連
続
性
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
司
会
中
大
夫
や
中
外
府
に
は
、
字
文
護
と
の
関
係
が
悪
か
っ

た
と
さ
れ
る
人
物
の
子
弟
や
故
吏
も
登
用
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
柳

慶
は
、
孝
関
帝
期
に
字
文
護
の
腹
心
と
な
る
の
を
断
っ
て
不
興
を
貿

い
、
左
遷
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
『
周
書
』
巻
ニ
二
・
柳
慶
伝
の
史
臣

日
条
は
、
彼
を
次
の
よ
う
に
評
し
、
称
賛
し
て
い
る
。

然
慶
畏
避
権
寵
、
違
件
宰
臣
、
雄
取
拙
於
一
時
、
賞
獲
申
於
千

載
奏
。

し
か
し
、
柳
慶
は
、
保
定
三
年
(
五
六
三
)
に
は
、
再
び
司
会
中
大

夫
に
就
任
し
、
子
の
柳
弘
も
中
外
肝
記
室
参
軍
で
起
家
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
甥
の
柳
帯
意
も
中
外
府
擦
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
字
文
護
執
政
期
に
、
不
適
切
な
人
事
が
行
わ

れ
、
「
字
文
護
派
」
と
「
親
周
帝
派
」
が
暗
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
と

す
る
従
来
の
字
文
護
執
政
期
像
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

字
文
畿
の
登
用
し
た
人
材
の
漢
族
と
非
漢
族
の
比
率
(
含
重
複
)
を

見
た
と
こ
ろ
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
で
は
、
や
や
非
漢
族
の
割
合

が
高
く
、
登
用
さ
れ
た
非
漢
族
は
、
ほ
ぽ
全
員
が
北
鎮
出
身
の
功
臣

か
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
一
方
、
登
用
さ
れ
た
漢
族
は
、
博

陵
雀
氏
・
弘
農
楊
氏
・
河
東
柳
氏
な
ど
の
関
中
漢
人
郡
姓
及
び
山
東

貴
族
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
就
任
者
に
は
、
字

文
氏
と
通
婚
関
係
に
あ
る
人
物
も
多
く
見
ら
れ
た
。

中
外
府
幕
僚
で
は
、
長
史
・
司
馬
・
司
録
・
従
事
中
郎
・
捺
・
属

で
は
漢
族
と
非
漢
族
の
割
合
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
参
軍

は
漢
族
の
比
率
が
約
七
五
%
(
一
九
/
二
六
)
で
あ
っ
た
。
登
用
さ

れ
た
漢
族
は
、
河
東
柳
氏
・
天
水
越
氏
・
京
兆
章
氏
・
博
陵
窪
氏
・

弘
農
楊
氏
と
い
っ
た
関
中
漢
人
郡
姓
や
山
東
貴
族
で
あ
っ
た
。
ま
た

旧
梁
臣
も
登
用
さ
れ
て
い
た
。
登
用
さ
れ
た
非
漢
族
に
は
、
北
鎖
出

身
者
は
少
な
く
、
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
は
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
中

外
府
の
親
信
・
参
軍
で
起
家
し
、
そ
の
後
も
中
外
府
の
幕
僚
を
歴
任

す
る
人
物
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
中
外
府
幕
僚
が
胡
族
系
元
勲
以

外
の
群
臣
子
弟
の
任
官
先
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
外
府
の
人
的
構
成
は
、
西
貌
字
文
泰
の
関
西

大
行
台
府
・
大
丞
相
府
の
幕
僚
の
人
的
構
成
と
類
似
し
て
い
る
。
な

お
、
晋
国
公
府
幕
僚
で
は
、
漢
族
と
非
漢
族
の
割
合
は
同
率
で
あ
っ

た
。
登
用
さ
れ
た
人
物
に
は
、
果
、
人
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
字
文
護
は
、
六
官
制
上
の
側
近
で
あ
る
小
家

宰
・
司
会
中
大
夫
に
は
、
胡
族
系
元
勲
の
子
弟
や
名
門
漢
族
を
登
用



し
、
北
周
の
軍
権
を
統
括
す
る
中
外
府
の
幕
僚
に
は
、
関
中
出
身
の

胡
族
や
、
山
東
貴
族
・
関
中
漢
人
郡
姓
な
ど
を
中
心
に
、
群
臣
子
弟

を
多
く
登
用
し
、
晋
国
公
府
の
幕
僚
に
は
、
寒
人
の
登
用
も
行
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
字
文
護
の
人
材
登
用
が
、
胡

族
系
元
勲
・
山
東
貴
族
・
関
中
漢
人
郡
姓
な
ど
に
配
慮
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

問
、
終
わ
り
に

本
稿
で
分
析
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
周
書
』
は
、
字
文
護
は
北
周
の
建
国
に
寄
与
し
た
が
、
明
帝
擁

立
後
は
専
権
を
振
る
い
、
不
適
当
な
人
材
登
用
を
行
い
、
政
治
を

町
乱
し
た
と
い
う
歴
史
像
を
描
い
て
い
た
。
と
の
正
史
の
歴
史
像
は
、

住
従
来
の
字
文
護
執
政
期
研
究
の
内
容
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

考
②
北
周
か
ら
唐
初
ま
で
の
諸
史
料
に
お
け
る
宇
文
護
執
政
期
像
を
検

期
討
し
た
所
、
北
周
・
陪
・
唐
を
通
じ
て
、
作
者
・
墓
主
を
顕
彰
す

糊
る
目
的
を
有
す
る
文
集
や
童
話
・
墓
碑
に
、
字
文
孝
乞
称
賛
す
る

措
文
言
が
見
ら
れ
た
。
中
に
は
「
表
鏡
民
墓
碑
」
や
『
弁
正
論
』
の

宇
よ
う
に
字
文
護
の
人
材
登
用
を
称
賛
す
る
史
料
も
あ
っ
た
。
こ
の

澗
乙
と
は
、
正
史
の
字
文
護
執
政
期
像
に
改
め
て
疑
問
を
投
げ
か
け

る
も
の
で
あ
る
0

3

③
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
字
文

議
は
、
一
貫
し
て
、
小
家
宰
・
司
会
中
大
夫
・
中
外
府
幕
僚
・
晋

国
公
府
幕
僚
に
、
胡
族
系
元
勲
・
山
東
貴
族
・
関
中
渓
人
郡
姓
な

ど
に
配
慮
す
る
形
で
、
字
文
護
抹
殺
後
も
活
躍
し
た
有
能
な
人
材

を
登
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
従
来
、
字
文
護
と
の
関
係
が
悪
い
と

さ
れ
て
い
た
人
物
や
そ
の
子
弟
も
登
用
し
て
い
た
。

④
中
外
府
幕
僚
の
人
的
構
成
は
、
関
中
漢
人
郡
姓
・
山
東
貴
族
を
中

心
と
し
て
お
り
、
西
貌
字
文
泰
の
関
西
大
行
台
府
・
大
丞
相
府
幕

僚
の
構
成
と
類
似
し
て
い
た
。
ま
た
、
司
会
中
大
夫
や
中
外
府
幕

僚
に
は
、
西
貌
時
代
に
大
丞
相
府
幕
僚
・
大
行
台
府
幕
僚
を
歴
任

し
た
人
物
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
字
文
護
の
人
材
登

用
に
西
貌
時
代
と
の
連
続
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

⑤
中
外
府
幕
僚
に
は
、
胡
族
系
元
勲
以
外
の
群
臣
子
弟
が
多
く
登
用

さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
有
力
な
任
官
先
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
ら
の
殆
ど
が
武
帝
親
政
期
以
降
も
活
躍

し
た
有
能
な
人
材
で
あ
っ
た
。
乙
の
乙
と
は
、
字
文
護
執
政
期
と

武
帝
親
政
期
の
聞
に
人
材
面
で
の
連
続
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
「
宇
文
護
派
」
と
「
親
周
帝
派
」
が
対
立

し
、
不
適
切
な
人
事
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
従
来
の
研
究
が
抱
く
字

文
護
執
政
期
像
は
、
『
周
書
』
が
生
み
出
し
た
歴
史
像
で
あ
り
、
実
態

に
即
し
て
い
な
い
可
能
性
の
高
い
と
と
が
わ
か
っ
た
。
本
稿
で
は
残

念
な
が
ら
、
「
字
文
護
派
」
・
「
親
周
帝
派
」
と
い
っ
た
党
派
性
に
つ
い
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て
十
分
検
討
す
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
、
反
宇

3

文
護
的
人
物
と
し
て
、
「
親
周
帝
派
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
柳
慶
や
令

狐
整
等
の
親
族
が
、
字
文
護
の
幕
僚
に
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

字
文
護
執
政
期
の
官
僚
に
対
し
、
安
易
に
「
字
文
護
派
」
・
「
親
周
帝

派
」
と
い
う
枠
組
み
を
使
用
す
べ
き
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宇
文
護
執
政
期
は
、
人
材
登
用
の
面
で
西
貌
か
ら
武
帝
親
政
期
へ

の
橋
渡
し
を
担
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
字
文
護
が
登
用
し

た
人
材
か
ら
は
、
惰
代
に
活
躍
す
る
人
材
も
輩
出
し
て
お
り
、
隔
に

与
え
た
影
響
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
正
史
の
記
述
に
よ
る
限
り
、
字

文
護
は
集
権
化
を
推
進
し
、
独
裁
政
治
を
展
開
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
字
文
護
幕
僚
の
人
的
構
成
を
見
る
限
り
、
字
文
護
は
胡
族

系
元
勲
や
名
門
漢
族
な
ど
に
対
す
る
配
慮
を
欠
か
し
て
お
ら
ず
、
朝

臣
も
字
文
穫
に
敵
対
せ
ず
、
協
力
体
制
を
敷
い
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
呂
春
盛
氏
が
指
摘
し
た
権
力
基
盤
の
狭
窄
化
は
窺
え

な
い
。
回
口
氏
は
六
府
長
官
就
任
者
の
み
を
見
て
、
権
力
基
盤
の
狭
窄

化
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
北
周
の
権
力
基
盤
を
分
析
す
る
際
に
は
、

六
府
長
官
の
み
な
ら
ず
、
長
官
以
下
の
官
職
や
中
外
府
な
ど
に
も
目

を
向
け
畠
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
北
周
で
は
北
斉

と
異
な
り
、
深
刻
な
胡
漢
対
立
や
官
官
・
恩
倖
の
進
出
は
見
ら
れ
な

い
。
字
文
護
は
多
様
な
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
北
周
を
う
ま
く

と
り
ま
と
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
周
は
字
文
護
抹
殺
後
、
わ
ず
か
十
年
足
ら
ず
で
滅
亡
に
至
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
宇
文
護
執
政
期
よ
り
も
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
武
帝

親
政
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

字
文
護
執
政
期
と
武
帝
親
政
期
に
は
人
材
面
で
の
連
続
性
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
武
帝
は
中
外
府
を
廃
止
し
、
中
央
集
権
化
政
策
を
更

に
推
し
進
め
、
廃
仏
を
断
行
し
た
。
そ
の
過
程
で
北
周
内
に
お
け
る

融
和
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
判
。

今
後
、
党
派
性
問
題
や
政
策
面
な
ど
、
様
々
な
商
か
ら
宇
文
護
執

政
期
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
武
帝
親
政
期
の
検
討
も
行
い
、
北
周

cma} 

政
治
史
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

註
(
l
)

陳
寅
俗
『
階
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
・
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』
(
生
活
・

読
書
・
新
知
三
聯
書
底
、
二

O
O
一
年
・
初
出
一
九
四
四
年
三
「
関
限

集
団
」
と
は
、
字
文
泰
に
従
っ
て
西
遊
し
関
腿
地
方
に
拠
っ
た
胡
族

と
、
そ
れ
と
結
ん
だ
土
着
の
漢
族
の
こ
と
で
あ
る
。
陳
氏
は
、
こ
の
「
関

隙
集
団
」
が
西
貌
北
周
か
ら
階
・
唐
初
に
か
け
て
政
権
の
中
核
で
あ
っ

た
と
論
じ
た
。

(2)

布
目
潮
掘
削
『
階
唐
史
研
究
|
唐
朝
政
権
の
形
成
|
』
(
同
朋
舎
、
一

九
六
八
年
)
や
谷
川
道
雄
『
増
補
惰
唐
帝
国
形
成
史
論
』
(
筑
摩
書
一
一
房
、

一
九
九
八
年
)
、
吉
岡
県
「
北
朝
・
陪
唐
支
配
層
の
推
移
」
(
『
岩
波
世

界
講
座
世
界
歴
史
9

中
華
の
分
裂
と
再
生
』
岩
波
書
底
、
一
九
九

九
年
)
な
ど
参
照
。

(3)

西
貌
北
周
の
軍
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
気
賀
津
保
規
『
府
兵
制
の
研



究
ー
府
兵
兵
士
と
そ
の
社
会
l
』
(
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
)
の
第
一

章
「
前
期
府
兵
制
研
究
序
説
ー
そ
の
成
果
と
論
点
を
め
ぐ
っ
て
」
お

よ
び
平
田
陽
一
郎
「
西
貌
・
北
周
時
代
の
「
防
」
に
つ
い
て
」
(
記
念

論
集
刊
行
会
編
『
福
井
重
雅
先
生
古
稀
・
退
職
記
念
議
集
古
代
東
ア

ジ
ア
の
社
会
と
文
化
」
汲
古
書
院
、
ニ

O
O七
年
)
参
照
。

(4)

川
本
芳
昭
『
貌
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』
(
汲
古
書
院
、
一
九

九
八
年
)
、
小
林
安
斗
「
鮮
卑
の
え
が
い
た
理
想
国
家
と
華
夷
観
六

世
紀
中
国
に
お
け
る
胡
漢
問
題
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
(
『
千
葉
史

学
』
四
て
二

O
O三
年
)
参
照
。

(
5
)

呂
春
盛
『
関
際
集
団
的
権
力
結
構
演
変
西
貌
北
周
政
治
史
研
究

ー
』
(
稲
郷
出
版
社
、
ニ

O
O二
年
)
は
、
政
治
史
面
か
ら
西
貌
北
周

か
ら
階
へ
の
変
化
を
論
じ
た
専
著
で
あ
る
。
ま
た
、
谷
川
道
雄
氏
は

「
府
兵
制
国
家
」
と
い
う
概
念
で
、
西
貌
北
周
陪
の
連
続
性
を
と
ら
え

て
い
る
。
前
掲
註

(
2
)
谷
川
書
参
照
。

町

(
6
)

川
勝
義
雄
『
貌
晋
南
北
朝
」
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
二

O
O三
年
・

後
初
出
一
九
七
四
年
)
四

O
八
1
四
O
九
頁
。
中
村
淳
一
氏
も
、
字
文
護

考
の
集
権
化
政
策
が
、
字
文
護
訴
殺
後
の
武
帝
の
集
権
に
大
き
な
役
割

隔
を
果
し
た
と
す
る
。
中
村
淳
一
「
北
周
明
帝
期
の
兵
制
改
革
と
字
文
護

政
に
つ
い
て
」
(
『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
、
一
九
九
一
年
)
参
照
。

撒

(7)

王
仲
準
量
晋
南
北
朝
旦
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
下

文

巻

六

O
六
頁
参
照
。

酔

(8)

大
川
富
士
夫
「
北
周
宇
文
氏
政
権
と
仏
教
l
武
帝
廃
仏
の
意
義
l
」

北
(
『
立
正
史
学
』
二

O
、
一
九
五
七
年
)
、
野
村
耀
昌
『
周
武
法
難
の
研

究
』
(
東
出
版
社
、
一
九
七
一
年
)
参
照
。

(9)

前
掲
註

(6)
中
村
論
文
参
照
。
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(
叩
)
高
磁
華
「
宇
文
護
述
論
」
(
『
北
朝
研
究
』
一
九
九
二
三
)
、
雷
依

群
『
北
周
史
稿
』
(
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
参
照
。
な

お
、
『
周
書
』
巻
一
一
・
字
文
護
伝
を
英
訳
し
た
と
『
0
1
開。

g
E

R

回目。間
E
白
『
山
、
。
同
ペ
ロ
君
。
ロ
『
民
、

(
C
E〈
m
w『

ω
再
可
。
時
口
色
目
。
口
HE

P
E
P
呂田
N
)

は
、
「
腐
敗
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
基
準
を
含

ん
だ
評
価
は
下
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
字
文
護
理
解
は
通
説
的

で
あ
る
。

(
日
)
榎
本
あ
ゆ
ち
「
西
貌
末
・
北
周
の
御
正
に
つ
い
て
」
(
『
名
古
屋
大
学

東
洋
史
研
究
報
告
』
二
五
、
二

O
O
一
年
)
、
加
藤
国
安
『
越
境
す
る

庚
信
そ
の
軌
跡
と
詩
的
表
象
』
(
研
文
出
版
社
、
二

O
O四
年
)
参

照。

(
ロ
)
巴
春
盛
「
北
周
前
期
的
政
局
興
政
権
的
弱
点
」
(
前
掲
註

(5)
呂

春
盛
書
官
第
五
章
)
参
照
。

(
日
)
拙
稿
「
北
周
「
叱
羅
協
墓
誌
」
に
関
す
る
一
考
察
字
文
護
時
代
再

考
の
手
が
か
り
と
し
て
」
(
『
文
学
研
究
論
集
』
〈
明
大
・
院
〉
二
三
、

二
O
O五
年
)
参
照
。
ま
た
、
呂
思
勉
氏
は
、
『
周
書
』
中
の
字
文
護

の
悪
評
が
、
字
文
護
抹
殺
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
呂
思
勉
『
両
晋
南
北
朝
史
』
(
開
明
書
底
、
-
九
七
七
年
)
上

巻
七
四
二
頁
。

(M)

山
下
将
司
氏
は
、
「
八
柱
国
」
と
い
う
枠
組
み
が
唐
代
に
創
作
さ
れ

た
と
す
る
。
山
下
将
司
「
唐
初
に
お
砂
る
『
貞
観
氏
族
志
』
の
編
纂
と

「
八
柱
国
家
」
の
誕
生
」
(
『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
ー
二
、
二

O
O二
年
)

参
照
。
前
島
佳
孝
氏
は
西
貌
時
代
に
柱
国
を
拝
受
し
た
人
々
と
北
周

成
立
後
に
拝
受
し
た
人
々
と
の
聞
に
は
明
確
な
差
違
が
あ
っ
た
と
す

る
。
し
か
し
、
西
貌
北
周
の
柱
国
と
国
公
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
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や
は
り
「
八
往
国
十
二
大
将
軍
」
と
い
う
括
り
が
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
島
氏
は
「
八
柱
国
ク
ラ
ス
」

と
い
う
呼
称
を
採
用
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
前
島
佳
孝
「
柱
国
と
国
公

|
西
貌
北
周
に
お
げ
る
官
位
制
度
改
革
の
一
的
|
」
(
「
九
州
大
学
東

洋
史
論
集
』
三
四
、
二

O
O六
年
)
参
照
。
本
稿
も
前
烏
氏
に
よ
っ
て

「
八
柱
国
ク
ラ
ス
」
・
「
十
二
大
将
軍
ク
ラ
ス
」
と
表
記
す
る
。

(
日
)
前
掲
註
(
川
崎
)
山
下
論
文
参
照
。

(
日
)
『
周
書
』
巻
一
五
・
子
謹
伝
に
は
「
及
太
祖
崩
、
孝
関
帝
尚
幼
、
中

山
公
護
雌
受
顧
命
、
而
名
位
索
下
、
翠
公
各
国
執
政
、
莫
相
率
服
。
」
と

あ
り
、
元
勲
の
多
く
が
字
文
護
に
従
わ
な
か
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。
宇
文
護
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
子
謹
に
協
力
を
求

め
、
元
勲
を
従
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

(
口
)
『
周
書
』
巻
一
了
字
文
護
伝
に
は
「
白
太
祖
局
丞
相
、
立
左
右
十

二
軍
、
総
腐
相
府
。
太
祖
崩
後
、
皆
受
護
庭
分
、
凡
所
徴
畿
、
非
諮
書

不
行
。
」
と
あ
る
。

(
日
)
こ
の
事
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
春
盛
「
字
文
泰
親
信
集
団
与
貌

周
草
命
」
「
北
周
前
期
的
政
局
奥
政
権
的
弱
点
」
(
前
掲
註

(5)
呂
春

盛
書
第
四
章
・
第
五
章
)
参
照
。

(
悶
)
『
周
書
』
巻
一
了
宇
文
護
伝
は
、
字
文
護
が
、
孝
関
帝
の
側
近
(
李

植
・
孫
恒
)
を
地
方
官
に
転
出
さ
せ
た
上
で
孝
関
帝
を
諌
め
、
廃
位
の

回
避
に
努
め
た
こ
と
を
記
し
、
宇
文
援
に
批
判
を
加
え
て
い
な
い
。
ま

た
、
『
周
書
』
中
で
は
、
孝
関
帝
紀
を
除
い
て
字
文
護
を
批
判
す
る
記

事
は
見
当
た
ら
ず
、
か
え
っ
て
、
字
文
護
を
擁
護
す
る
記
事
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
『
周
書
』
巻
二
五
・
李
賢
伝
の
史
匡
日
条
に
は
「
音
公
・
・
:
:

革
貌
興
周
、
遠
安
遡
悦
。
功
勤
巳
著
、
過
悪
未
彰
。
李
植
受
遇
先
朝
、

宿
参
機
務
、
恐
威
権
之
己
去
、
恨
将
来
之
不
容
、
生
此
属
階
、
成
葱
貝

錦
、
乃
以
小
謀
大
、
由
疎
開
親
。
・
啓
家
宰
無
君
之
心
、
成
関
皇
厳

獄
之
禍
、
植
之
由
也
。
」
と
あ
り
、
孝
関
帝
の
廃
位
は
李
植
に
起
因
す

る
と
し
て
い
る
。
『
周
書
』
巻
四
・
明
帝
紀
の
史
臣
日
条
も
「
及
乎
迎

宣
瓢
賀
、
入
纂
大
宗
」
と
述
べ
、
孝
関
帝
を
賓
光
に
廃
さ
れ
た
漢
の
昌

邑
王
賀
に
喰
え
て
い
る
。

(
初
)
こ
の
詔
は
『
文
館
詞
林
』
巻
六
六
九
・
詔
三
九
に
も
「
後
周
武
帝
訴

宇
文
護
大
赦
詔
一
首
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
な
お
、
『
北
史
』
巻
四
五
・
字
文
護
伝
の
記
述
は
、
『
周
書
』
の
内
容

と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

(
幻
)
『
文
苑
英
華
』
巻
六
九
九
・
序
了
文
集
了
庚
信
集
序
、
庚
信
撰
・

倒
璃
注
・
許
逸
民
校
点
『
康
子
山
集
注
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八

O
年
)

四
九

1
六
七
頁
参
照
。

(
幻
)
「
周
書
』
巻
四
了
庚
信
伝
参
照
。
庚
信
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く

な
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
代
表
的
研
究
に
は
矢
嶋
美
都
子
『
庚
信
研

究
』
(
明
治
書
院
、
二

0
0
0年
)
お
よ
び
前
掲
註
(
日
)
加
藤
書
が

あ
げ
ら
れ
る
。

(
剖
)
録
文
は
蔵
中
進
「
階
使
表
世
清
の
周
辺
|
付
、
表
鴻
墓
誌
の
こ
と

ー
」
(
『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
国
語
国
文
学

論
集
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
)
参
照
。
「
表
鴻
墓
誌
」
に
つ
い
て

は
、
発
掘
報
告
が
出
て
お
ら
ず
、
出
土
状
況
・
所
在
地
な
ど
は
不
明
で

みの，。。

(
お
)
『
周
書
』
巻
三
四
・
表
鴻
伝
と
「
袈
鴻
墓
誌
」
に
は
、
彼
の
没
年
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
表
鴻
碑
」
に
「
以
天
和
三
年
八
月
八

日
莞
乎
建
業
客
館
。
」
と
あ
り
、
そ
の
没
年
が
わ
か
る
。
「
表
鴻
碑
」
の



拓
本
・
録
文
は
山
西
省
考
古
研
究
所
『
山
西
碑
碕
』

社
、
一
九
九
七
年
)
一
ニ
七

1
三
九
頁
参
照
。

(
お
)
蔵
中
進
氏
は
、
関
皇
九
年
(
五
八
九
)
が
階
の
中
国
統
一
の
年
で
あ

る
と
同
時
に
、
袈
鴻
の
二
-
回
忌
に
あ
た
り
、
表
氏
に
よ
っ
て
、
表
鴻

顕
彰
が
図
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
前
掲
註
(
針
)
蔵
中
論
文

参
照
。

(
幻
)
拓
本
は
北
京
図
書
館
金
石
組
編
「
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻

拓
本
陸
編
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
第
一
一
冊
七
一
頁

参
照
。
録
文
は
『
金
石
翠
編
』
巻
四
四
・
表
鏡
民
碑
、
周
紹
良
主
編
『
全

唐
文
新
編
』
第
三
巻
(
吉
林
文
史
出
版
社
、
二

O
O
O年
)
一
六
二
五

1
一
六
二
六
頁
参
照
。

(
お
)
『
旧
唐
書
』
巻
七
二
・
李
百
薬
伝
、
『
新
唐
書
』
巻
一

O
二
・
李
百
薬

伝
参
照
。

(
却
)
字
文
惑
の
仏
教
信
仰
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(8)
大
川
論

町

文

お

よ

び

前

掲

註

(8)
野
村
書
参
照
。

山
田
(
初
)
例
え
ば
『
広
弘
明
集
』
巻
一

0
・
弁
惑
編
・
周
祖
平
斉
召
僧
叙
廃
立

考
抗
拒
事
(
大
正
蔵
五
二
・
一
五
三
|
下
)
に
は
「
病
気
内
蒸
、
身
箔
外

情
設
。
悪
相
己
頼
、
無
悔
可
鈴
。
遂
隠
於
雲
陽
宮
、
織
経
七
日
、
尋
爾
傾

政
山
問
。
」
と
あ
り
、
武
帝
は
廃
仏
の
報
い
で
高
熱
・
癌
搭
を
発
し
死
亡
し

鰍
た
と
記
し
て
い
る
。

中
文
(
剖
)
「
叱
羅
協
基
誌
」
に
は
「
治
御
正
・
司
曾
、
捻
六
府
。
」
と
あ
る
。
叱

酔
羅
協
基
誌
に
つ
い
て
は
前
霊
(
日
)
拙
稿
参
照
。
ま
た
、
『
周
書
道

北
三
五
・
降
善
伝
に
は
「
遷
司
曾
中
大
夫
、
副
総
六
府
事
。
」
と
あ
る
。

(
m
M
)

『
通
典
』
巻
二
一
子
職
官
五
・
吏
部
尚
蓄
に
は
「
後
周
有
吏
部
中
大

夫
一
人
、
掌
霊
臣
及
諸
子
之
簿
、
拙
叶
其
貴
賎
輿
其
年
歳
、
歳
登
下
其
損

(
山
西
人
民
出
版
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盆
之
数
。
依
六
動
之
賞
・
頒
椋
之
差
。
」
と
あ
る
。

(
お
)
前
掲
註

(2)
吉
岡
論
文
参
照
。
な
お
、
吉
岡
氏
は
旧
梁
と
い
う
分

類
は
し
て
い
な
い
。

(
担
)
山
下
将
司
「
西
貌
・
北
周
に
お
け
る
本
賞
の
関
臨
化
に
つ
い
て
」

(
『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学

編
』
四
九
、
二

O
O
一
年
)
、
前
島
佳
孝
「
北
周
徒
何
給
墓
誌
銘
と
惰

李
椿
墓
誌
銘
|
西
貌
北
周
支
配
階
層
の
出
自
に
関
す
る
新
史
料
1
」

(
『
人
文
研
紀
要
』
〈
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
〉
五
五
、
二

O
O五

年
)
参
照
。

(
お
)
藤
堂
光
順
「
西
貌
北
周
期
に
お
け
る
「
等
夷
」
関
係
に
つ
い
て
」
(
『
名

古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
八
、
一
九
八
二
年
)
、
前
掲
註

(M)
前

島
論
文
参
照
。

(
お
)
『
北
史
』
巻
二
二
・
長
孫
倹
伝
に
は
「
及
周
関
帝
初
、
趨
貴
等
将
圃

音
公
護
、
俄
長
子
僧
術
預
其
謀
、
坐
死
。
護
乃
徴
倹
、
奔
小
家
宰
。
」
と

払
山
す
@
。

(
幻
)
『
周
書
』
巻
一
五
・
李
弼
伝
に
は
「
及
音
公
護
執
政
、
朝
之
大
事
、
皆

奥
子
謹
及
弼
等
参
議
。
」
と
あ
る
。

(
お
)
『
周
書
』
巻
三
五
・
雀
猷
伝
、
『
局
書
」
巻
三
五
・
降
善
伝
、
『
周
書
』

巻
一
一
・
叱
羅
協
伝
、
『
周
書
』
巻
三
二
・
陸
逗
伝
参
照
。

(
鈎
)
握
猷
は
、
娘
が
字
文
諮
の
養
女
と
な
っ
て
富
平
公
主
に
封
ぜ
ら
れ

た
。
『
周
書
』
巻
三
五
・
崖
猷
伝
参
照
。
陸
逗
は
、
保
定
五
年
(
五
六

五
)
に
娘
が
字
文
泰
の
子
倹
に
嫁
い
だ
。
前
掲
註
(
M
M
)

『
庚
子
山
集

注
」
巻
一
六
「
周
議
圏
公
夫
人
歩
陸
孤
氏
墓
誌
銘
」
参
照
。
ま
た
、
陸

氏
墓
誌
は
実
際
に
出
土
し
て
い
る
。
中
国
文
物
研
究
所
・
挟
西
省
古
籍

整
理
解
公
室
『
新
中
国
出
土
墓
誌
」
陳
西
巻
(
或
)
上
部
(
文
物
出
版
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社
、
二

O
O三
年
)
五
頁
参
照
。
叱
羅
協
の
子
金
剛
が
宇
文
倹
の
娘
を

要
っ
た
こ
と
は
、
「
字
文
倹
墓
誌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
侠
西
省
考
古

研
究
所
「
北
周
字
文
倹
基
清
理
発
掘
簡
報
」
(
『
考
古
与
文
物
」
二

O
O

-
-
=
一
)
お
よ
び
羅
新
・
葉
熔
『
新
出
貌
晋
南
北
朝
墓
誌
疏
証
』
(
中

華
書
局
、
ニ

O
O五
年
)
二
八
五

1
二
八
七
頁
参
照
。

(
却
)
叱
羅
協
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
(
日
)
拙
稿
参
照
。
『
周
書
』
巻
三

一
了
陸
逗
伝
に
は
「
及
護
詠
、
坐
免
官
。
頃
之
、
起
局
納
言
。
」
と
あ

る
。
前
掲
註
(
幻
)
『
庚
子
山
集
注
』
巻
=
子
周
太
子
太
保
陸
運
神

道
碑
に
よ
る
と
、
陸
濯
が
没
し
た
の
は
、
建
徳
二
年
(
五
七
三
)
五
月

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陸
運
が
短
期
間
で
復
官
し
た
こ
と
が
わ
か

る。

(
但
)
宇
文
深
は
西
貌
初
に
丞
相
府
主
簿
と
な
っ
た
。
『
周
書
』
巻
二
七
・

字
文
深
伝
参
照
。
韓
褒
は
大
統
年
間
に
行
台
左
丞
・
丞
相
府
司
馬
な
ど

を
歴
任
し
た
。
『
周
書
」
巻
三
七
・
韓
褒
伝
参
照
。
柳
鹿
は
大
統
年
聞

に
丞
相
府
戸
曹
参
軍
・
大
行
台
右
丞
な
ど
を
歴
任
し
た
。
『
周
書
』
巻

二
二
・
柳
慶
伝
参
照
。
叱
羅
協
は
大
統
年
聞
に
丞
相
府
従
事
中
郎
・
大

行
台
郎
中
な
ど
を
歴
任
し
た
。
『
周
書
』
巻
一
了
宇
文
護
伝
附
叱
羅

協
伝
参
照
。
陸
逗
は
大
統
一
四
年
(
五
四
八
)
に
丞
相
府
参
軍
事
・
記

室
参
軍
に
就
任
し
た
。
『
周
書
』
巻
三
ニ
・
陸
逗
伝
参
照
。
醇
善
は
行

台
郎
中
・
丞
相
府
従
事
中
郎
な
ど
を
歴
任
し
た
。
『
周
書
』
巻
三
五
・

醇
善
伝
参
照
。

(
必
)
『
周
書
』
巻
四
四
・
陽
雄
伝
に
は
「
雄
善
附
曾
、
能
自
謀
身
。
故
得

任
兼
出
納
、
保
全
爵
歳
。
」
と
あ
る
。

(
幻
)
『
周
書
』
巻
四
五
・
熊
安
生
伝
に
は
「
天
和
三
年
、
野
請
通
好
、
兵

部
費
公
正
使
藷
。
:
公
正
有
口
癖
、
安
生
語
所
未
至
者
、
使
撮
機
要

而
聞
瞬
間
之
。
」
と
あ
る
。
手
公
正
は
立
伝
さ
れ
て
い
な
い
た
め
経
歴
は

不
明
で
あ
る
。
正
史
中
の
記
事
か
ら
、
司
門
下
大
夫
・
兵
部
中
大
夫
・

中
外
府
司
録
を
歴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
叫
)
『
階
書
』
巻
五
四
・
田
仁
恭
伝
、
『
府
書
』
巻
四
八
・
楊
索
伝
参
照
。

(
必
)
「
握
仲
方
墓
誌
」
に
は
、
「
且
日
蕩
公
調
属
中
外
府
参
軍
。
俄
遷
記
室
。

文
授
戸
官
、
仰
領
管
記
。
〔
天
和
〕
四
年
、
授
司
玉
大
夫
、
何
領

記
室
・
戸
曹
。
」
と
あ
る
。
「
僅
仲
方
墓
誌
」
の
拓
本
・
録
文
は
、
河
北

省
文
物
研
究
所
・
平
山
博
物
館
「
河
北
平
山
県
西
岳
村
階
唐
出
也
氏
墓

誌
」
(
『
考
古
』
二

O
O
一
一
一
)
参
照
。

(
日
明
)
『
周
書
』
巻
三
六
・
令
狐
整
伝
に
は
「
菅
公
護
之
初
執
政
也
、
欲
委

整
以
腹
心
。
整
鯨
不
敢
常
、
頗
証
其
意
、
護
以
比
疎
之
。
」
と
あ
る
。
ま

た
、
『
周
書
』
巻
三
了
掌
箆
伝
に
は
、
「
時
音
公
護
執
政
、
康
管
第
宅
。

嘗
召
愛
至
宅
、
訪
以
政
事
。
愛
仰
視
其
堂
、
徐
而
歎
日
「
酎
酒
噌
音
、

峻
宇
雌
摘
、
有
一
於
此
、
未
或
弗
亡
。
」
護
不
悦
ロ
」
と
あ
る
。

(
打
)
前
掲
註

(5)
呂
春
盛
書
一
一
一
一

1
一
一
五
頁
参
照
。

(
持
)
『
周
書
』
巻
一
了
字
文
護
伝
に
は
「
護
所
委
信
者
、
文
有
朔
方
漣

平
、
位
至
大
将
軍
・
軍
司
馬
・
護
府
司
馬
。
」
と
あ
る
。

(ω)
『
周
書
』
巻
二
・
漏
遷
伝
に
は
「
孝
関
帝
践
昨
、
入
局
音
公
護
府

接
。
:
遷
性
質
直
、
小
心
畏
恨
、
雌
居
植
要
、
不
以
勢
位
加
入
。
兼

明
練
時
事
、
普
於
断
決
。
毎
校
閲
文
簿
、
孜
孜
不
倦
、
従
辰
述
夕
、
来

嘗
休
止
。
以
此
甚
局
護
所
委
任
。
」
と
あ
る
。

(
印
)
前
掲
註

(5)
呂
春
盛
書
二
七
九
頁
は
、
武
帝
の
失
政
と
し
て
、
廃

仏
に
よ
る
人
心
の
離
反
と
、
宗
室
が
権
力
の
核
心
を
占
め
、
権
力
基
盤

が
狭
窄
化
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

(
日
)
こ
こ
で
、
な
ぜ
『
周
書
』
が
宇
文
護
を
否
定
的
に
描
い
て
い
る
の
か



と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
山
下
将
司
氏
は
、
独
孤
信
詠
殺
の
経
緯
か
ら

独
孤
氏
を
外
戚
に
も
つ
唐
室
が
怨
恨
を
懐
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
と
す
る
。
前
掲
註

(M)
山
下
論
文
参
照
。
し
か
し
、
唐
室
の
怨
恨

だ
け
が
原
因
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
近
年
、
前
島
佳
孝
氏
や
山
下
将
司

氏
に
よ
っ
て
、
唐
室
の
意
向
が
『
周
書
』
の
記
述
に
、
強
く
働
い
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
島
佳
孝
「
西
貌
・
八
柱
国
の
序
列
に

つ
い
て
|
唐
初
編
纂
奉
勅
撰
正
史
に
於
け
る
唐
皇
祖
の
記
述
様
態
の

一
一
事
例
|
」
(
「
史
学
雑
誌
』
一

O
八
l
八
、
一
九
九
九
年
)
、
前
掲
註

(U)
山
下
論
文
参
照
。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
「
周
書
』
の

宇
文
護
執
政
期
像
に
も
唐
室
の
意
向
が
働
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ

う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
ニ

O
O六
年
八
月
二

O
日
の
内
陸
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム

研
究
者
集
会
合
宿
(
於
白
馬
)
で
の
研
究
発
表
二
部
)
を
も
と
に
再
構
成

印
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

山
田
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

考再醐執護文字周h
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